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商業地域の高層マンション！？ 

市民運動の方向性がずれている。 

前回までの残高       １４２,５７８円   

印刷代（ビラ印刷代）  １９,８５７円 

交通費（駐車場、燃料代）１４,２３４円 

携帯電話代        ８,４７２円 

会場費差額          ８００円 

寄付（アンドウさん）  －３,０００円 

合計 00/2/2～00/3/2      ４０,３６３円 

寄付は､さがみ信用金庫普0051228ﾀｹﾏﾂｾｲｻｸｹﾝｷｭｳｶｲ      

 最近、商業地域に高層マンション（１３階建て）の

建設が申請され、数千名の署名を集め、議会に陳情書

が提出されています。 

 陳情の趣旨は、日照権、電波障害、プライベートを

覗かれている気がする。都市景観に反する。建設予定

地は市が買い取るべきだなど一見正論のように聞こえ

ます。まず、建築物に関する法律を解説します。 

 

・建物の強度や耐震性を構造等で制限しています。 

  

土地利用に関する計画 

 市街化区域及び市街化調整区域など、土地利用につ 

 いて規制・誘導するための計画です。 

都市施設に関する計画 

 道路、公園、下水道など都市にとって必要な施設に 

 ついて定める計画です。 

市街地開発事業に関する計画 

 土地区画整理事業、市街地再開発事業などの事業に 

 ついて定める計画です。 

地区計画 

・地区ごとの特性に応じて定める詳細計画です。 

・建物の用途、高さ、容積率、色彩等の制限や、地区 

 道路、公園の配置など詳細な計画を定め、景観の優 

 れたより良いまちづくりを進めることができます。 

・住民が地区の将来等について話し合った上で、地区 

 計画を定めることを市役所などに申請することもで 

 きます。 

 

・申請から許可までの期間を定め、行政側の都合等に 

 より許可を出す時期を遅らせることをできないよう 

 に制限しています。 

 

景観形成地区      

 市が指定し、その地区住民が協議会をつくり、市の 

 援助を受けながら、景観形成を進めます。 

自主的景観形成地区 

 ある範囲の地区の住民の発意によって景観形成に取 

 り組むことができます。市は、活動を支援します。 

眺望保全地区 

 市は優れた眺望を保全するために地区を指定し、住 

 民の協力を得ながら積極的に景観形成を図ります。 

特徴 

・補助金の交付（基準に適合しているもの） 

・眺望保全地区の場合、工作物及び土地を所有者の申      

 出に基づき、市が買い取ることができる。 

・虚偽の届出や、勧告に従わなくても、その旨の公表 

 による社会的制裁のみ。 

 

・建築基準法、都市計画法に沿っていれば、市は、定 

 められた期間以内に建築確認や開発行為許可を出さ 

 なけばならない。 

↓ 

 

。 
・都市計画法の地区計画を利用する。 

 住民が地区の将来等について話し合った上で、  

 地区計画を定めることを市役所に申請する。 
 

 署名が数千も集まっているのであれば、地区計画を用

いて、法的に強制力をもった規制ができます。 

 ただし，せまい範囲では適用できないので、少なくと

も街区単位の計画を話し合わなければなりません。 

 そこの住民の総意や既存の建物との整合性等が必要

ですが、署名者がその地域の住民であればかなり実現性

が高いでしょう。 

 

 高層マンション建設反対の市民運動は、対行政でな

く、地区計画を市民が作る方向で進めるべきと考えま

す。 
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 議員になって、色々な事業の経緯を聞く機会が増

えました。 

 その時の判断が、今考えると間違えだったとか、

あの時こうしておけば良かった等、結果論だから何

でも言えるのかもしれませんが、行政や議員も仕事

の意味、将来のあるべき姿を考えて行かないと同じ

間違えを繰り返してしまいます。 

 例えば、 の位

置ですが、当時の計画では、小船と荻窪（市立病院

横）であったものが、地域住民の反対により、小船

は、二宮に、市立病院横がいこいの森下になってし

まいました。 

 小田原市では、ありませんが、あの

も当初は、熱海にできる予定だったそうで

す。これも地元の反対により、八景島に行ってし

まったとのことです。 

 共に今になって、

と言う声を聞くそうです。 
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武松政策研究会 勉強会のお知らせ 

どなたでもお気軽に参加下さい。 

    テーマ：「青少年健全育成の現場から」 

        報告者：小田原市青少年補導員 小嶋憲司氏 

    日時 ：３月１８日（土） １８：００～２０：００  

    場所 ：小田原市民会館 ４階 第１多目的室 

    参加費：１００円 

     出欠席の連絡は、不要です。当日、直接現地に来てください。 

    終了後、懇親会（実費３０００円程度）を行います。 

後のまつり 

図書館に図書館司書は何人いるのですか？      市内在住 ３０代 女性 

・図書館司書は、市立２名、かもめ２名、で主に購入する本の選択、配置を担当しています。  

・かもめ図書館の開館時間は、午前９時から午後５時まで、第１水曜日を除く水曜日と金曜日は、 

 午前９時から午後７時。 

・金曜日の時間延長は、平成８年４月から、水曜日の時間延長は、平成１０年４月から実施しま 

 した。 

・時間延長の職員は、金曜日がフレックスで対応し、水曜日は、超過勤務で対応しています。 

・かもめ図書館の５時から７時までの利用者数は、１００名程度でほとんどが、リピータ。 

・貸出した本の返却率は、９７～ 

 ９９％ 

・図書館における貸出し業務の比 

 率は、１割程度 

・平成１１年４月よりＣＤの貸出 

 しを始めており、好評を博して 

 います。（かもめ図書館） 

・平成１１年度図書館費予算は、 

 ２億２３７７万円 （平成１０ 

 年度は、２億７９１７万円） 

         小田原市かもめ図書館  

The Voice    今までに頂いたご意見から 


